
日本脳性麻痺の外科研究会誌 投稿規定日本脳性麻痺の外科研究会誌 投稿規定

 1．主著者は原則として日本脳性麻痺の外科研究会の会員であること。

 2．研究会誌に掲載された論文の著作権は、日本脳性麻痺の外科研究会に帰属する。

 3．倫理的配慮について

　本誌に投稿される論文における臨床研究は、ヘルシンキ宣言を遵守したものであるこ

と。患者の名前、イニシャル、病院での患者番号、生年月日、手術日、入院日など、患者の

同定を可能とする情報を記載してはならない。

 4．原稿の第1頁に、題名、著書名、所属、キーワードを以下の順で記す。

(1) 題名（和文）

(2) 著者名（和文）

(3) 題名（英文）

(4) 著者名（英文）

(5) 所属（日本語と英語を併記）

(6) キーワード（日本語と英語を併記）（3～ 5個）

 5．400字以内の和文要旨または200語以内の英文要旨を付す。

 6．文献は以下の記載方法に従う。

(1) アルファベット順とする。

(2) 本文中に見出し番号を上付きで入れる。

(3) 記載例。
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 7．図および表を明確に区別し、図には説明文をつける。

 8．本文原稿および表は用紙に印刷したもの、および、CDに保存したものの両方を提出する。

 9．図はそのまま製版できる鮮明なもの、および、CDに保存したものの両方を提出する。

10．掲載料・別冊料金

　仕上がり6頁まで無料。それを超えた場合は、1頁につき2,000円を著者が負担する。な

お、質疑応答も論文に含めて計算する（第9，13，18回脳性麻痺の外科研究会総会議決事項）。

　別冊は20部１単位で3,000円を著者が負担する。

11．締め切り

　研究会終了日より2ヵ月以内に提出する。

問い合わせ先および送り先

　　　　〒811-0119　福岡県粕屋郡新宮町緑ケ浜4-2-1

　　　　福岡県こども療育センター新光園内　

　　　　日本脳性麻痺の外科研究会事務局　福岡真二

　　　　電話092-962-2231	 　Fax 092-962-3113

　　　　e-mail  fukuoka.s4969@gmail.com
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